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【概要】

■1/2号機排気筒解体作業において、鉄塔解体装置を用いた斜材切断作業を11月6日午後0時45
分から開始し、11月7日午前６時11分に斜材８箇所の切断を完了した。

■その後、装置のメンテナンスや段取り替え等を実施し、11月11日 午前０時10分より鉄塔解
体装置（主柱材切断装置）取付のため、鉄塔解体装置を吊っているワイヤーの整線作業中に
おいて、ワイヤーを巻き上げた際に（地切り※前）鉄塔解体装置と吊り上げ用ワイヤーが接触
し、鉄塔解体装置と吊り上げ用ワイヤーの一部が損傷した。

※地切り：地上（架台）から浮いた状態。

【原因】

■ワイヤー（４組８本）を750ｔクレーンフックに取付け、展張させる作業において４組

（８本）同時に750ｔクレーンフックで展張しようとした際に引っ掛かりに気づくのが遅れ

たことが原因と考えている。

【対策】

■４組（８本）の吊り上げ用ワイヤーのクレーンフックへの取付を１組（２本）づつ取り付け

る手順とし、作業員の監視がより行き届くように見直す。

【今後の工程】

■鉄塔解体装置の修理や吊り上げ用ワイヤーの交換を実施し、主柱切断と残りの筒身

50％の切断作業再開まで4日程度かかる見通し。



１．発生時の状況について
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2．鉄塔解体装置フレーム及びワイヤ破損状況

【鉄塔解体装置吊りワイヤー状況】【鉄塔解体装置フレーム状況】
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（参考）フックへの取付作業
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750ｔccフック

70tフック

ワイヤ
ーリング

鉄塔解体旋回台断面

750ｔccフック

【対策】１組（２本）づつ取付 【従来】４組（８本）を１度に
750ｔクレーンフックへ取付


